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論文内容の要旨
【同的】最近，高血圧症の予防と治療のための非薬物療法として，運動に関心が寄せられている。しかし，
歩行などの緩やかな運動が高血圧発癒に予防的効票をもつかと、うかは明らかではなし」今岡.我々は，運
動宵慣，特に通勤時の歩行が高血圧発症に与える彫響を明らかにするため16年間の長期コホート研究にて
検討した。
【方法】対象は1981年から1990年iこ脅録され，登録時に高山Jf:.糖尿病，耐糖能異常のない35歳から60蔵
の男性6，017名である。新規高血圧発症は.WI10の診断基準に基づき年l回以上の医師の診察により判定
した。質問票により得られた運動習慣は，①余1院の運動習慣(週に l回以上積桶的に運動をする群・しな
い群).②通勤時の渉行時間，であった。解析は， Cox比例ハザードモデルにて行った。
【結果】 59，784人年の観察期間の聞に新規高血圧発猛が626名認められた。通勤時の歩行時間(片道)が長
くなるにつれ，高血圧のりスクは減少した。通勤時の歩行時間が21分以上の群では， 10分以.ドの群を対照
として，多変量補正後(年綿.BMI・アルコール摂取量・余暇の運動習慣・喫煙習慣・空腹時血糖値・収
縮期山r・拡張期血圧)の相対危険度は.0.71 C95%CJ : 0.52-0.97)で有意に減少した。 26.3人が，通勤時
に21分以上歩くと一人の高血圧発日:を予防する結果になった (Number needed to walk)。また.余暇の
運動醤慣については，週に 1同以上積極的に運動をする群のしない群に対する多変量補正後〈年齢・BMI・
アルコール摂取量・通勤時歩行時間・喫煙習慣・空腹時血糖値・収縮期血圧・拡張期血圧)の相対危険度
は0.70C95%Cl : 0.59・0.84)で有意に減少した。
【考察】最近，高血圧症の治療指針では.比較的緩やかな運動が推焚されている。今凶我々の成績では，
少なくとも遡 l回以上の運動習慣が高血圧発症の予防に有効である事に加え，穏やかな身体爪動，特に通
勤時の歩行が高血正発症に独立した予防的効果を有する事が明らかとなった。
論文審査の結果の要旨
最近，高血圧症の予防と治瞭のための非薬物療法として.運動に関心が寄せられている。しかし各行
などの緩やかな連動が高血圧発症に予防的効果をもつかどうかは明らかではない。本研究は，運動習慣，
特に通勤時の歩行が高血圧発症に与える影響を明らかにするため16年間の長期コホート研究にて検討した。
対象は1981年から1990年に登録され，登録時に高巾JE.糖尿病，耐粘能異常のない35議から60tJ誌の男性
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6，017名である。新規高血圧発症は， WIIOの診断基準iこ某づき年1同以上の医師の診察により判定した。
質問票により得られた運動宵慣は，①余暇の運動省J慣(過に l凶以上積極的に運動をする針，・しない群)，
②通勤時の歩行時間，であった。多変量解析は， Cox比例ハザードモデルにて行った。
59 ，78t1人年の観察期間の聞に新規高血圧発症治~626名認められた。通勤時の歩行時間(片道)が長くなる
につれ.高血圧のリスクは減少した。通勤時の歩行時間が21_:，}以上の群では， 10分以下の群を対照として，
多変量補正後(年-齢.BMI.アルコール摂取量，余暇の運動習慣，喫煙習慣，空腹時血糖値.収縮期血!ι
拡張期血圧)の相対危険は， 0.71 (95%Cl : 0.52-0.97)で有忘に減少した。 26.3人が，通勤時に21分以上歩
くと.10年間に一人の高山民発症を予防する結巣になった Cnumbcrnccdcd to walk)。また，余暇の運
動習慣については，運動しない群を対照として， J自に 1[nJ日、 k積極的に運動をする群の多変量補止後〈年
齢， BMI.アルコール摂取量，通勤時多行時間，喫煙貯I昆空腹時耐拙{凡収縮期l血圧，拡8長期向上正)の
相対危険~;tO.70 C95%CI : O.S9-0.84)で有意に減少した。
最il，高血!土症の治療指針 (TheSixth ficport of the Joini t¥mional Committee on Preventioll， 
Detcction， Evaluatioll， and Trcatrncmt 01・High1うloodPressure)では，歩行を合めた，比較的緩や
かな運動が推奨されている。本研究では，少なくとも迦 l回以上の運動蛍慣が高血圧発症の予防に有効で
ある事に加え，穏やかな身体活動，特に通勤時の歩行が高血圧発注に独立した予防的効果を角寸ーる事を明
らかにしたものである。
以上の研究成巣は.高血圧症の発症予防に大きく貢献するものであり，蒋者は，博十 Cl*学)の学{煮を
授与されるに値するものと、|司定された。
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